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Special Topics2 Special Topics2

「
美
し
い
自
然
」

　

白
石
は
白
石
川
や
蔵
王
連
峰
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
自
然
、
田
園

風
景
や
街
な
か
の
掘
割
な
ど
の
美
し

い
景
観
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
自
然
や
景
観
を
地
域
の
宝
と
し
て

受
け
継
ぎ
、
心
癒
や
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
安
全
・
快
適
」

　

自
然
災
害
や
犯
罪
被
害
な
ど
の
社

会
的
な
不
安
に
対
し
て
、
地
域
の
支

え
合
い
で
そ
の
抑
制
に
努
め
る
と
と

も
に
、公
的
な
支
援
体
制
を
強
化
し
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
て
き

た
都
市
施
設
と
高
速
交
通
網
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
便
利
で
快
適
な
ま
ち
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯
対
策
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
助
で
あ

る
災
害
へ
の
備
え
の
啓
発
や
共
助
で

あ
る
地
域
住
民
同
士
で
の
助
け
合
い

が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
支
援
や
災
害
想
定

訓
練
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、災
害
に
立
ち
向
か
う
と
き
、

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
の
が
消
防
団

で
す
。
本
市
消
防
団
は
、
県
内
屈
指

の
消
防
力
と
機
動
力
を
誇
っ
て
お
り

ま
す
が
、
消
防
団
員
不
足
が
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
治

会
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
団

協
力
事
業
所
の
認
定
を
行
い
団
員
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　
「
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
」
は
、

防
災
や
防
犯
に
関
連
し
た
情
報
な
ど

を
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
政
と
市
民
が
情
報
の
共
有
を
図

り
、
防
災
、
防
犯
意
識
を
高
め
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
は
、
関
係
機
関
、

関
係
団
体
と
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

交
通
指
導
隊
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

な
ど
を
計
画
的
に
開
催
し
、
交
通
事

故
撲
滅
に
努
め
ま
す
。

　

き
れ
い
で
豊
か
な
水
を
は
じ
め
と

す
る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
地
球
規
模
の
課
題
で

あ
る
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
も
、
環

境
に
配
慮
し
た
「
も
っ
た
い
な
い
運

動
（
し
ろ
い
し
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
、
市
民
の
環
境
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
22
年
度
に
創
設
し
た
「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事

業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
な
ど
に
御

協
力
い
た
だ
き
リ
サ
イ
ク
ル
報
奨
金

な
ど
の
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
活
動

へ
助
成
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
快
適
な
市
民
生
活
の
向

上
と
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
図
る
設
置

助
成
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　　

新
規
事
業
と
し
て
、
市
民
が
所
有

し
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
、
市
内
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
修
繕
工
事
な

ど
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
「
ほ
っ
と
住す
ま
い
る居
事

業
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
住
宅
の
安
全
性
、
耐
久

性
や
居
住
性
の
向
上
、
市
内
住
宅
関

連
産
業
を
中
心
と
す
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　　

朝
夕
の
混
雑
が
慢
性
化
し
て
い
る

田
町
交
差
点
付
近
の
渋
滞
緩
和
を
図

る
た
め
工
事
を
行
っ
て
い
た
「
沖
の

沢
郡
山
線
」
が
３
月
に
完
成
し
、
移

動
の
利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
や

子
ど
も
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
確

保
す
る
た
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
な
が
ら
、
効
率
が
よ
く
、
効

果
的
な
市
民
バ
ス
や
市
民
タ
ク
シ
ー

の
運
行
を
行
い
、
便
利
で
快
適
な
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
持
続
可

能
な
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
、
引
き
続
き

「
白
石
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）【
改
訂
版
】」
に
基

づ
き
、
業
務
効
率
化
、
歳
入
確
保
、

歳
出
削
減
な
ど
、
よ
り
一
層
の
行
財

政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
「
あ
し
た
ば
白

石
」
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。

新
た
に
市
民
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
同
施
設
の
管
理
運

営
を
委
ね
る
の
を
始
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
育

成
・
支
援
を
図
り
、
行
政
と
市
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
補
完
し

合
う
、「
成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

行
政
の
透
明
性
向
上
と
職
員
の
意

識
改
革
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
き
た
「
事
務
事
業
評
価
」

は
、
評
価
対
象
や
指
標
な
ど
の
改
良

に
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
評
価
を

実
施
し
、
第
五
次
総
合
計
画
や
予
算

編
成
な
ど
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
行

し
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
健
全
財
政

に
努
め
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
と

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
対
応

し
、
雇
用
確
保
の
た
め
の
企
業
誘
致

や
、
子
育
て
支
援
対
策
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
直
面
す
る

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
邁ま
い
し
ん進
し
ま

す
。

　

現
在
、
地
元
農
家
の
販
路
確
保
と

地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
小
十
郎
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
、
旧
白
石
市

地
方
卸
売
市
場
で
賑
わ
い
を
創
出
し

て
い
る
ほ
か
、
白
石
の
歴
史
資
源
に

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金

　

事
業
費
：
１
２
５
万
９
千
円

大
平
地
区
に
大
平
公
民
館
運
営
会

議
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
運
営
す

る
「
大
平
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

が
４
月
か
ら
開
設
。
市
で
は
、
保

護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
昼
間
の

家
庭
に
お
い
て
保
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
大
平
小
学
校
に
通

学
す
る
登
録
児
童
に
、
小
学
校
の

余
裕
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
放
課

後
に
児
童
が
安
心
し
て
活
動
で
き

る
場
を
確
保
し
、
児
童
の
健
全
育

成
と
保
護
者
の
就
労
支
援
を
図
る

た
め
、
運
営
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

●
白
石
市
観
光
大
使
設
置
費

　

事
業
費
：
20
万
円

本
市
の
文
化
、
歴
史
、
豊
か
な
自

然
環
境
、
特
性
を
生
か
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
や
観
光
情
報
を
広
く
紹

介
し
、
本
市
の
観
光
振
興
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
白

石
市
観
光
大
使
を
設
置
し
ま
す
。

●
市
民
タ
ク
シ
ー
事
業

　

事
業
費
：
２
１
７
万
６
千
円

公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
い
て
、

市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
の
利
用

や
通
院
、
中
心
商
店
街
利
用
の
た

め
の
交
通
手
段
と
し
て
、
地
域
内

拠
点
と
城
下
広
場
間
を
乗
り
合
い

に
よ
る
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
路
線
に
加
え
て
、
要
望

の
あ
る
地
域
と
ル
ー
ト
や
運
行
時

刻
な
ど
で
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た

「
小
久
保
平
線
」「
小
下
倉
線
」「
大

平
坂
谷
線
」
の
３
路
線
の
試
験
運

行
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
の
歴
史
ブ
ー
ム
に
よ
り
片
倉

小
十
郎
公
が
全
国
的
に
認
知
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
が
来
白
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
昨
年
は
白
石
戦
國
武
将

隊
「
奥
州
片
倉
組
」
が
結
成
さ
れ
る

な
ど
、
戦
国
観
光
と
称
さ
れ
る
分
野

も
観
光
素
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
蔵
王
山
麓
自
然
観
光
、
温

麺
な
ど
の
「
食
」、
鎌
先
・
小
原
温

泉
な
ど
の
「
泊
」
と
の
連
携
を
強
く

し
た
テ
ー
マ
性
あ
る
観
光
ル
ー
ト
化

を
推
進
し
、
ま
た
、
四
季
折
々
の
イ

ベ
ン
ト
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

盛
り
上
げ
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

鬼小十郎まつり

■
美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ
、

安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

■
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

推
進

■
人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き

る
交
流
拠
点
都
市
へ

　東日本大震災は、今までに経験したことがない大惨事で
あり、本市においても最大２千人の市民が避難所生活を余
儀なくされました。また、公共施設なども甚大な被害を受
け、復旧までの道程は遠い状況にあります。しかし、ご支
援くださった皆さまの善意に報いるためにも、４月１日、
復興対策室を設置し、復興に向け取り組んでいくことにし
ました。これからも白石市、宮城県、東北の復興に向けて、
全力を尽くしてまいりますので、市民の皆さまのご理解、
ご協力をお願い申し上げます。

白石市長　風間　康静

魅
せ
ら
れ
た
白
石
戦
國
武
将
隊
「
奥

州
片
倉
組
」
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、

「
共
汗
・
共
学
・
共
生
」
の
精
神
が

芽
生
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
安
定
的
な
暮
ら
し
の
実
現

と
持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、

こ
の
芽
を
大
き
く
育
み
な
が
ら
、
白

石
市
の
施
設
や
豊
か
な
自
然
環
境
、

歴
史
・
伝
統
、
生
活
文
化
な
ど
の
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
人
・
暮
ら
し
・

環
境
が
活
き
る
交
流
拠
点
都
市
を
形

成
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
を
拡

大
し
、
地
域
の
活
力
と
賑
わ
い
を
創

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
市
行
政
全
般
に
対

す
る
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

白石戦國武将隊「奥州片倉組」に10人目のメンバーに「阿
お

梅
うめ

姫」
が認定！　白石城の前で政宗公、景綱公とともに記念撮影

●
交
流
人
口
の
拡
大

●
防
犯
・
防
災
対
策
の
充
実

●
環
境
対
策
の
推
進

●
住
環
境
の
整
備

■
主
な
事
業　

子
育
て
支
援

　

観
光
振
興
・
地
域
交
通

●
道
路
の
整
備

●
交
通
網
の
整
備

●
行
財
政
改
革
の
推
進

●
事
務
事
業
の
効
率
的
な
評
価


